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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第11期

第１四半期連結
累計期間

第12期
第１四半期連結
累計期間

第11期

会計期間

自平成22年
６月１日
至平成22年
８月31日

自平成23年
６月１日
至平成23年
８月31日

自平成22年
６月１日
至平成23年
５月31日

売上高　　　　　　　　（千円） 230,871 307,0691,274,753

経常利益又は経常損失（△）　　　　　

　　　

　　　　　　　　　　　（千円）

△67,742 16,091 161,044

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）　　　　　（千円）　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

△76,998 4,245 92,846

四半期包括利益又は包括利益

　　　　　　　　　　　（千円）
△77,759 2,974 91,673

純資産額　　　　　　　（千円） 563,851 741,641 742,241

総資産額　　　　　　　（千円） 851,9921,017,4471,019,360

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）　　　　　　　（円）

△3,886.48 210.98 4,664.73

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額　　　（円）
－ 208.18 4,570.13

自己資本比率　　　　　　（％） 59.4 66.7 66.8

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には消費税等を含めておりません。

３．第11期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在す

るものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

４．第11期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

EDINET提出書類

サイバーステップ株式会社(E05601)

四半期報告書

 2/19



２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　なお、従来非連結子会社であったCyberStep Entertainment,Inc.及びCyberStep Games B.V.は重要性が増したため、

当第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

 

EDINET提出書類

サイバーステップ株式会社(E05601)

四半期報告書

 3/19



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

（1）当第１四半期連結累計期間において、下記「(2)継続企業の前提に関する重要事象等について」の他に新たに発生

した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な

変更はありません。

　

（2）継続企業の前提に関する重要事象等について

当社グループは、第９期（平成21年５月期）に重要な営業損失、経常損失、当期純損失、重要なマイナスの営業

キャッシュ・フローの計上に伴い、継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象（以下「重要事象等」という。）が

発生しましたが、経営計画達成のための諸施策の取り組み及び海外における正式サービス開始に伴うライセンス売上

高計上等により、第10期（平成22年５月期）から２期連続して営業利益、経常利益、当期純利益を計上するとともに、

営業キャッシュ・フローのマイナスを解消しております。しかしながら、会計年度を通じての黒字基調が定着したと

は言えず、経営状態が安定したと判断できる状況には至りませんでした。

当第１四半期連結累計期間においても、営業利益、経常利益、四半期純利益、プラスの営業キャッシュ・フローを計

上いたしましたが、当社グループを取り巻く事業環境は楽観を許さない状況下にあり、当連結会計年度の損益が悪化

する見通しとなるなど、現時点では経営状態が安定したと判断できる状況には至っておらず、重要事象等の存在を完

全に払拭するには至っておりません。

当該状況を解消し、また改善するための対応策については、「第２　事業の状況　３　財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況の分析　（６）継続企業の前提に関する重要事象等について」に記載のとおりです。

以上のように、当第１四半期連結累計期間においては継続企業の前提に関する重要事象等は存在しているものの、

既に実施している施策を含む効果的かつ実行可能な対応を行うことにより、継続企業の前提に関して重要な不確実性

は認められないものと判断しております。

当社グループの、質の高いエンターテイメントとしてのオンラインゲームを、日本を含めた世界各国にライセンス

してきた技術力と運営実績という強みを活かし、今後も事業拡大を図り業績の向上に注力してまいります。　

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結累計期間において、経営上の重要な契約の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　　

（1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部で景気回復の兆しが見られたものの、急速な円高ドル安の影

響は大きく、輸出環境の悪化や株価の低迷等により企業業績の悪化が懸念され、雇用環境は依然厳しく、所得環境の減

退感が払拭されないことから、景気回復スピードは鈍化が続いております。また、東日本大震災の影響から電力不足に

よる生産の減少及び消費マインドの悪化等といったリスク要因が内在しており、実態経済は依然として先行き不透明

な状況で推移しております。

わが国のオンラインゲーム業界は、引き続きユーザー数は伸びているものの、提供タイトルの増加・ソーシャルゲー

ム市場の拡大から事業環境が大きく変化を遂げております。

このような事業環境のもと、当社グループは当第１四半期連結累計期間におきましても、引き続き国際競争力のある

オンラインゲームの開発を続け、海外各国の運営会社との協力関係を深めながら安定的に成長させるとともに、日本

国内はもとより海外各国での自社運営サービスの事業領域の拡充を図ってまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間においては、ロイヤリティ等売上高88百万円（前年同期比8.7％減）、自社運営

売上高は218百万円（前年同期比63.0％増）、売上高合計で307百万円（前年同期比33.0％増）となりました。利益面

につきましては売上高の増加を主因として、営業利益22百万円（前年同期は営業損失62百万円）、経常利益16百万円

（前年同期は経常損失67百万円）、税金等調整前四半期純利益16百万円（前年同期は税金等調整前四半期純損失65百

万円）となりました。

海外からのロイヤリティ収入に係る外国税額について控除しきれない金額が発生し、法人税等を11百万円（前年同

期比3.1％増）計上し、最終的には四半期純利益は4百万円（前年同期は四半期純損失76百万円）となりました。

　

　当社グループはオンラインゲーム事業の単一セグメントであるため、セグメント情報ごとの記載をしておりません。
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（2）資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期連結累計期間末における総資産合計は、前連結会計年度末に比べ１百万円減少し、1,017百万円となり

ました。これは主に、現金及び預金の増加６百万円及び売掛金の減少６百万円によるものであります。

当第１四半期連結累計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ１百万円減少し、275百万円となりまし

た。これは主に、未払法人税等の減少４百万円、長期借入金の減少４百万円によるものであります。

当第１四半期連結累計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ僅かに減少し、741百万円となりまし

た。これは主に、新株予約権の増加２百万円、新規連結による利益剰余金の減少５百万円によるものであります。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題　

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあ

りません。

　　

（4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は53百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（5）中長期的な会社の経営戦略

企業が持続的に成長し、その企業価値を高めていく為には、「収益性」「成長性」「安定性」の３つの要素をバラン

スよく追求することが大切でありますが、当社グループは未だ小規模のベンチャー企業でありますので、当面は経営

の安定性を確保しながら企業規模を拡大させていくことが重要であると考えております。

　そのための方策として、すでに進出済みの韓国、中国、台湾、タイ、インドネシア、シンガポール、マレーシア、ベトナ

ム、ブラジル、オランダ等以外の国々へ、当社グループ及び当社グループオンラインゲームの認知度を高めるべくライ

センス供与を進めること、各国の運営会社との連携を緊密にしながら『ゲットアンプド２』『コズミックブレイク』

がヒットするよう努めること、当社グループの強みである開発力を生かしオンラインゲーム及び関連製品の開発を今

後も継続して続けることを、着実に実行してまいります。

　

（6）継続企業の前提に関する重要事象等について

当社グループは、「第２ 事業の状況　１．事業等のリスク　（2）継続企業の前提に関する重要事象等について」に

記載のとおり、継続企業の前提に関する重要事象等が存在すると考えております。当該状況を解消し、また改善するた

めに以下の対応策を実施してまいりました。

・日本国内でアップデート等の施策を強化し、自社運営サービス向上を図る。

・海外運営会社と協力体制を強化し、ロイヤリティ売上向上を図る。

・外部委託業者に対する新規の発注を控え、オンラインゲームの製作に注力することにより会社全体としての開発コ

ストを抑制し、オンラインゲームの内容の充実及び新規タイトルの開発を進めることで収益力向上を図る。

・販促費を収益力に見合った水準に適正化し、これまでの日本国内での自社運営で培った社内ノウハウを活かしなが

ら最大効率化を目指す。

・中途採用などの採用計画の見直しを常に行い、同時に現社員の業務最適化を図る等により、人件費および外部委託

費を抑制する。

・取引金融機関との間で必要な借入極度枠を設定する等、資金調達を行うことを通じ、手許資金の安定化・財務基盤

の強化に努める。

上記対応策への取り組みを継続し、支出を抑制しながら効率的な事業活動を行い、かつ、各国・地域におけるロイヤ

リティ等の収入向上を図ると共に、日本国内、北米における自社運営の収益力をさらに高めることにより、損益及び営

業キャッシュ・フローの改善を図っております。

当社グループの、質の高いエンターテイメントとしてのオンラインゲームを、日本を含めた世界各国にライセンスし

てきた技術力と運営実績という強みを活かし、今後も事業拡大を図り業績の向上に注力してまいります。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 84,000

計 84,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年10月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 21,755 21,755
東京証券取引所

（マザーズ）

（注）

１、２、３

計 21,755 21,755 － －

　（注）１．完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

２．当社は単元株制度は採用しておりません。

３．「提出日現在発行数」欄には、平成23年10月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使によ

り発行された株式数は含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数（株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年６月１日～

平成23年８月31日   
－ 21,755 － 334,895 － 324,895

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。　

　

①【発行済株式】

 平成23年8月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － 　　　　　　　－ －

議決権制限株式（自己株式等） － 　　　　　　　－ －

議決権制限株式（その他） － 　　　　　　　－ －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　 1,633 　　　　　　　－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　 20,122 20,122 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 21,755 － －

総株主の議決権 － 20,122 －

 

　

②【自己株式等】

 平成23年8月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

サイバーステップ株式会社
東京都渋谷区笹塚一丁目

48番３号
1,633 － 1,633 7.50

計 － 1,633 － 1,633 7.50

　

　

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年６月１日から平

成23年８月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年６月１日から平成23年８月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

サイバーステップ株式会社(E05601)

四半期報告書

 8/19



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 679,623 685,944

売掛金 161,483 154,511

商品及び製品 220 135

原材料及び貯蔵品 38 38

その他 18,341 19,668

流動資産合計 859,707 860,297

固定資産

有形固定資産 41,258 49,466

無形固定資産

その他 5,283 5,549

無形固定資産合計 5,283 5,549

投資その他の資産

保証金 87,301 89,561

その他 25,808 12,571

投資その他の資産合計 113,110 102,133

固定資産合計 159,652 157,150

資産合計 1,019,360 1,017,447

負債の部

流動負債

買掛金 1,783 1,770

短期借入金 ※1
 60,000

※1
 60,000

1年内返済予定の長期借入金 18,144 18,144

未払法人税等 13,933 9,363

その他 85,699 90,769

流動負債合計 179,559 180,046

固定負債

長期借入金 97,542 93,006

その他 16 2,753

固定負債合計 97,558 95,759

負債合計 277,118 275,805
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 334,895 334,895

資本剰余金 324,895 324,895

利益剰余金 202,245 200,721

自己株式 △176,639 △176,639

株主資本合計 685,396 683,872

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △4,007 △5,278

その他の包括利益累計額合計 △4,007 △5,278

新株予約権 60,853 63,047

純資産合計 742,241 741,641

負債純資産合計 1,019,360 1,017,447
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成22年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成23年８月31日)

売上高 230,871 307,069

売上原価 90,284 73,738

売上総利益 140,586 233,330

販売費及び一般管理費 202,879 210,336

営業利益又は営業損失（△） △62,292 22,994

営業外収益

受取利息 119 98

その他 23 14

営業外収益合計 143 113

営業外費用

支払利息 947 1,112

為替差損 4,294 5,538

その他 351 364

営業外費用合計 5,593 7,016

経常利益又は経常損失（△） △67,742 16,091

特別利益

新株予約権戻入益 2,229 －

特別利益合計 2,229 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△65,513 16,091

法人税、住民税及び事業税 11,485 11,846

法人税等合計 11,485 11,846

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△76,998 4,245

四半期純利益又は四半期純損失（△） △76,998 4,245
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成22年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成23年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△76,998 4,245

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △760 △1,271

その他の包括利益合計 △760 △1,271

四半期包括利益 △77,759 2,974

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △77,759 2,974

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成23年８月31日）

連結の範囲の重要な変更　

　当第１四半期連結会計期間より重要性が増したCyberStep Entertainment,Inc.及びCyberStep Games B.V.を連結の範

囲に含めております。　

　

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。　

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

　

     【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成23年８月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年５月31日）

　
当第１四半期連結会計期間
（平成23年８月31日）

　

※１　当座借越

当社は、運転資金の効率的な調達を行うために取引

銀行と当座借越契約を締結しております。この契約に

基づく当連結会計年度末の借入未実行残高は次のとお

りであります。

　

当座借越極度枠 150,000千円

借入実行残高 60,000千円

   差引額 90,000千円

　

※１　当座借越

当社は、運転資金の効率的な調達を行うために取引　

銀行と当座借越契約を締結しております。この契約に

基づく当第１四半期連結会計期間末の借入未実行残高

は次のとおりであります。

　

当座借越極度枠 150,000千円

借入実行残高 60,000千円

   差引額 90,000千円

　

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四半期連

結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に

係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成23年８月31日）

減価償却費 6,459千円 5,531千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

配当に関する事項

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年６月１日　至　平成23年８月31日）

配当に関する事項

　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成22年６月１日　至平成22年８月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自

平成23年６月１日　至平成23年８月31日）　

　当社グループは、オンラインゲーム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。　

　

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成23年８月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
△3,886円48銭 210円98銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△76,998 4,245

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
△76,998 4,245

普通株式の期中平均株式数（株） 19,812 20,122

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 208円18銭

（算定上の基礎）  　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） － 271

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－　 －　

（注）前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの

１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。　

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年10月11日

サイバーステップ株式会社

取締役会　御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柴谷　哲朗　　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中村　憲一　　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサイバーステップ株式

会社の平成23年6月1日から平成24年5月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（平成23年6月1日から平成23年

8月31日まで）及び第1四半期連結累計期間（平成23年6月1日から平成23年8月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

  

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サイバーステップ株式会社及び連結子会社の平成23年8月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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